
生物多様性保全推進事業
生きもの達が奏でる多彩な魅力をあなたに…

　ふぃふぃふぃふぃふぃ・・・・
　初夏、川の近くで、こんな
美しい音を聞いたことはあり
ませんか？
　日本にしか生息しない、
カジカガエルの鳴き声です。
日本人はこの美しい声に古
来から魅せられ、万葉集に
も、カジカガエルを詠んだ歌

が多くあります。
　広瀬川でも生息が確認されており、大都市の市街地でカ
ジカガエルを見ることができるのは全国的にも珍しく、仙台
の魅力の一つになっています。

　仙台市の木は「ケヤキ」、
花は「ハギ」、では鳥は？　
昭和四十六年の市民投票で
選ばれた鳥、それは「カッコ
ウ」です。
　五月頃、仙台にやってくる
夏鳥で、その名のとおり「カッ
コウ」と鳴き、のんびりした気
分にしてくれます。
　そんなカッコウ、現在、世界的に数が減っていると言われ、
仙台でも鳴き声を聞く機会が減ってきました。

　宮城野原のスズムシの音
色の美しさは古くから知られ、
江戸時代には伊達藩から将
軍家に献上された歴史もあり
ます。
　現在、残念ながら仙台で
野生のスズムシの生息はほと
んど確認されていませんが、
「すずむしの里づくり実行委員

会」の皆さんの飼育・普及活動などにより、季節になると、ス
ズムシが美しい音色を奏で、「仙台市の虫」として多くの市民
に愛されています。

仙台市 環境局 環境共生課
〒980-8671 仙台市青葉区二日町6番12号
二日町第二仮庁舎（MSビル二日町）5階
電話：022-214-0013
Eメール：kan007130@city.sendai.jp
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日本人が千年以上前から愛したカエルカジカガエル（河鹿蛙）

知られざる「仙台市の鳥」カッコウ（郭公）

将軍家に献上された宮城野のスズムシ（鈴虫）

　生物多様性保全事業の最新情報や、イベント
情報は、以下の仙台市環境Webサイト「たまき
さん」内の特設ページや市政だより、青葉山にあ
る「せんだい環境学習館たまきさんサロン」などで
発信しています。
　気になったらまずは、ホームページをチェック！

平　日：10：00 ～ 20：30
土日祝：10：00 ～ 17：00
休館日：月曜（月曜が休日の場合はその翌日）、
　　　　祝日の翌日、年末年始

お問合せ先

仙台城址

宮城教育大学

川内

地下鉄東西線
青葉山駅

仙台市バス
青葉山駅

北1出口

南1出口

徒歩1分

サロン

1

3

地下鉄東西線「青葉山駅」南1出口から徒歩1分
〒980-0845　仙台市青葉区荒巻字青葉468-1
電話番号：022-214-1233

この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。

P-Z10064
この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。
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。
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事業に関連したイベント開催案内など、
詳しい情報は、仙台市環境Webサイト

で随時
　配信しています！




